
1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（雑入等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　国際交流員による国際化啓発を中心に、市町村ＡＬＴや外国籍県民など多様な国際交流の担い手に、地域における国際交

流活動への参画を促すよう、引続き事業を継続していく。

目標に対

する成果

の状況

　平成23年度に実施された「信州型事業仕分け」の結果を受け、国際交流員の配置を、平成24年度に英語圏（豪）1名・韓国1名

それぞれ減らし、平成25年4月から、英語圏（米）１名、中国１名の合計２名体制とし、県民の国際理解の促進を図っている。小中

学生を対象とした異文化理解講座や、地域における異文化理解講座などの活動に加え、海外からの訪日教育旅行やマスコミ

招へい事業の通訳などのインバウンド業務など、多岐に及ぶ業務に国際交流員が積極的に対応した。

 概算事業費（B（A）+C） 24,041 24,683 21,424 4,955

5,450 5,450 4,955

概　算

人件費

0.66 0.66 0.66 0.60

5,489

18,552 19,233 15,974

19,858 18,398 16,734 10,326

Aの

財源
88 1,637 73 36

95回

合計（A) 19,946 20,035 16,807 10,362

派遣等回数 279回 160回 175回 達成

項目

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

補正予算

20,035 16,807 10,362

合計 16,807 10,362

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25年度25年度25年度25年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 Ｈ２４
H25

目標
当初予算 19,946

項目 実施方法 H24事業実績

H24

成果目標・

事業内容

○国際交流員２名により、県民の国際交流活動を支援するため、県民からの派遣要望に応える　　　　目標回数　160回

（単位：千円）　

H25

（当初） （決算） （当初）

国際交流員設置事業 直接

小中学校等への訪問、国際理解講座等で

の講演、国際交流イベントへの参加や国際

交流員自主企画イベントの開催

16,807 15,974 10,362

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿 国際交流員の活動を通じ、県民の国際感覚のかん養が図られ、異文化理解・国際理解が促進されるとともに、県民の国際交流

活動が活発になる。

現状 ○県民が行う国際交流活動等への派遣ニーズに変化はなく、依頼へ対応。

○国際交流員の自主イベントを開催し、異文化に触れることのできる場の提供。

【左記の説明、根拠法令等】

県民の自発的な国際交流活動を促進するための環境整備

をすることが県の役割である。
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